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エネルギー効率とサステナビリティの向上を先導するデル・
テクノロジーズのイノベーション
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質問文︓ITサプライヤーのESGパフォーマンスが、今後12～24か月間にわたる組織のIT関連の意思決定や運用手順に大きな影響を与えると予想しますか。
（回答者の割合、N=400） 

質問文︓ESGは組織の戦略的計画にどの程度影響を与えていますか︖（回答者の割合、N=283） 

質問文︓組織のITサプライヤーのESGプログラムが、組織の購入決定に影
響を与えている、または影響を与えることになると考えるのはなぜですか︖
（回答者の割合、N=395、複数回答可）
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エネルギー効率は、環境、社会、ガバナンス(ESG)の要件の一環として、
ビジネス戦略とITの意思決定に影響を与える

重要性の増大
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93%  

97% 

ITサプライヤーのESGプログラムがITの購入に関する意思
決定に影響を与えると回答した人の割合。

ESGが重要性を増すことや要件に
までなることを予想し、積極的な取
り組みを進めている。

お客様とパートナー様から、テクノロ
ジー サプライヤーにESG評価を適
用するよう求められている。

64% 

64% 

ESGプログラムが組織の戦略の一部になっていると回答
した人の割合。

93+7+S
97+3+S
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組織は利益の拡大、コストの抑制、購入者に対するイメージ向上のために、エネルギー効率とサステナ
ビリティを重視

ブランド構築の向上

運用コストの削減

収益性の向上

資本的支出の削減

46%  

24%  

41%  87%  

19%  85%  

ESGイニシアティブによって実現した主なメリット ESGイニシアティブに関して実行したアクション

質問文︓ESGイニシアティブの実施によって組織がすでに実現している主なビジネス上のメリットは、次のうちどれですか。
（回答者の割合、N=283、複数回答可） 

社内ESGプログラムにより、既存のIT機器の
交換期間が短縮されたと回答。

組織がESGの懸念からサプライヤーまたは製品の
候補を排除したことがあると回答。

質問文︓あなたの組織は、ESGイニシアティブに関して次のいずれかを行っていますか。
（回答者の割合、N=400） 

46+54+S
24+76+S

41+59+S
19+81+S

87+13+S
85+15+S
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*ENERGY STAR認定データセンター ストレージ製品に関するDellの
分析に基づきます。 
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デル・テクノロジーズはすでにエネルギー効率と持続可能なテクノロジーの
リーダー 

デル・テクノロジーズは二酸化炭素排出量を削減しているため、お客様も自身の排出量を削減可能
デル・テクノロジーズは現在、持続可能な素材に投資しており、責任あるサプライ チェーン パートナーと連携しながら、
エネルギー強度を下げて製品の二酸化炭素排出量を削減しています。

パフォーマンスを損なうことなくエネルギー効率を改善
デル・テクノロジーズは、2013年以降、ポートフォリオ全体でエネルギー強度を76%削減しました。そのうち、PowerEdgeサー
バーでは83%削減しています。

排熱と空気の流れに関する高度なイノベーションを通じて大きな規模でコストを削減
DellのSmartCoolオプションは、データセンター全体の温度を大幅に下げることができます。一方、DellのSmartFlowテクノロジーは
Dellのシステム全体を通じて空気の流れを最適化し、通気を高めることでファンの電力を最大52%削減します。（PowerEdge）

高度な保証付きのデータ削減テクノロジーでコストを削減
Dellのインテリジェントなデータ削減テクノロジーは、最大55:1のデータ削減を保証し、消費電力、冷却、ハードウェアの要件を
大幅に低減します。 

クラウド サービスで運用をオフロードする持続可能なオプション
APEXを利用することで、電力源の95%が再生可能エネルギーのコロケーション施設でソリューションをホストできます。

Dellは、他のどの
ストレージ  ベン
ダーよりも多くの
ENERGY STAR
ストレージ認定を
取得しています。*
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エネルギー効率とサステナビリティに関するDellのテクノロジーの実績
» パフォーマンスを損なうことなくエネルギー効率を改善 

» エネルギー効率に優れたストレージ ポートフォリオ、最も包括的なデータ削減保証付き

kVAあたり5倍の容量 
(PowerMax)2

80%の電力節減 
（テラバイトあたり）(PowerMax)1

4:1のデータ削減保証
（PowerStoreおよびPowerMax 
Future-Proof）7

ワットあたりのIOPSが60%向上
(PowerStore)4

効率を向上し、TBあたりの必
要な電力とラック スペースを半
減(PowerScale)5

最大41%節減された電力お
よび冷却コスト（PBあたり）
(PowerProtect DD)6

最大55%高いプロセッサーのパ
フォーマンス効率(PowerEdge)3

最大55:1のデータ削減保証
(PowerProtect)8

メインフレーム データに対する3:1の
データ削減保証(PowerMax)
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エネルギー効率とサステナビリティを最適化するために今すぐ実行できる5つの
アクション

1. インフラストラクチャ環境を監査して、交換を早める場所を特定する。

2. 最新のインフラストラクチャとデータ削減を利用して統合と最適化を進め、システムの数量と電力および冷却要件を削減する。

3. オンデマンド インフラストラクチャを採用して（Dell APEXなど）、アイドル状態のインフラストラクチャを最小限に抑える。

4. 環境に優しい固有の機能を活用して、エネルギー効率と電力消費をより適切に管理、制御、最適化する。

5. リサイクル プログラムを提供するベンダーと協力して、古くなったインフラストラクチャ要素をリサイクルする。 

組織はサステナビリティの目標達成に向けて、デル・テクノロジーズやインテルなど、テクノロジーとエネルギー効率の両面で豊富な経験
と実績を持つリーダーと連携する必要があります。

詳細はこちら
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調査方法

2022年、TechTargetのEnterprise Strategy Groupは、IT購入者グループにおけるESGコンプライアンス（「サステナビリティ」とも呼ばれます）の影響を把握するために、いくつかの調査を実施しました。2022年の第2四半期に、
Enterprise Strategy Groupは、IT関連の製品やサービスの購入に関する意思決定に関与した400人のITプロフェッショナルを対象に調査を行いました。85%が、組織内の該当テクノロジー分野のIT意思決定者として認められて
います。北米、英国、ANZ、シンガポールの組織を調査対象とし、その割合は大規模な組織からの回答者が67%、中小規模の企業からの回答者が33%になっています。

1. PowerMax 2500の実効テラバイトあたりの電力消費量(kVA)をPowerMax 2000と比較したDellの社内分析（2022年3月）に基づきます。 
2. PowerMax 2500のkVAあたり実効容量をPowerMax 2000のそれと比較した、Dellの社内分析（2022年3月）に基づきます。 
3. Dell社内の計算に基づきます。SPECFPRateスコア1410を達成したDell PowerEdge R7625、プロセッサーcTDP 400W、AMD Epyc 9654（96コア）プロセッサーを使用した場合と、スコア636を達成したDell PowerEdge R7525、cTDP 280W、AMDの場合を比較しました。
4. PowerStore 1200のベース アプライアンス構成（PowerStoreOS 3.0を使用）のワットあたりの最大IOPSをPowerStore 1000のベース アプライアンス構成（PowerStoreOS 2.0を使用）と比較したDellの分析に基づきます。実際の結果は異なる場合があります。
5. Dellの社内分析（2022年6月）に基づきます。実際の結果は異なる場合があります。
6. 1ペタバイトのデータを、DD9800（Cloud Tier使用）上で運用した場合とPowerProtect DD9900（Cloud Tier使用）上で運用した場合の比較。実際の結果は状況によって異なります。2022年3月。
7. オープン システム ストレージ向けのPowerMaxデータ削減ツール（重複排除とデータ圧縮）の使用で4:1のデータ削減保証を提供しているDellのFuture-Proofプログラム（2022年3月）に基づきます。実際のデータ削減率は異なる場合があります。 

8. Dellの社内分析（2022年4月）に基づきます


